
定
期
予
防
接
種
は
、
市
内
実
施

医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
持
ち
物

予
診
票
兼
接
種
券
・

母
子
健
康
手
帳
・
健
康
保
険
証

（
必
要
時
）

●
そ
の
他

ヒ
ブ（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
ｂ
型
）・小
児
用
肺
炎
球
菌・

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
は
、
３
月

日
掌
期
限
の
接
種
券
で
も
、
接

３１種
対
象
者
で
あ
れ
ば
、
接
種
可
能

で
す
。
接
種
券
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み

事
前
に
市
内
実
施

医
療
機
関
へ（
予
約
制
）

表 予防接種一覧（市内実施医療機関での個別接種）

通知時期対象回数・間隔接種名

生後２カ月ごろ２カ月～５歳未満

４～８週の間隔で
３回、その７～１３
カ月後に１回

ヒブ：Ｈｉｂ（インフルエン
ザ菌ｂ型）※１

２７日以上の間隔で
３回、１歳～１歳
３カ月で１回

小児用肺炎球菌※１

生後３カ月ごろ
３カ月～７歳６カ月未満

２０～５６日（３～８
週）の間隔で３回１期初回

四種混合（ジフテ
リア・百日せき・
破傷風・ポリオ）
※２ 初回（３回）終了から１年後１回１期追加

生後３カ月ごろ１歳未満１回ＢＣＧ

１歳ごろ１～２歳未満１回１期
麻しん風しん混合

小学校入学前１年間１回２期

３歳ごろ６カ月～７歳
６カ月未満

平成１９年４
月２日以降
生まれ

６～２８日（１～４
週）の間隔で２回１期初回

日本脳炎

初回（２回）終了から１年後１回１期追加

申し込み後９～１３歳未満１回２期

７・８歳（未接種の子のみ）
２０歳未満

平成７年４
月２日～平
成１９年４月
１日生まれ

６～２８日（１～４
週）の間隔で２回１期初回

初回（２回）終了から１年後１回１期追加

１３～１５歳９～２０歳未満１回２期

小学６年生１１～１３歳未満１回２期二種混合（ジフテ
リア・破傷風）

中学１年生小学６年生～高校１年生
相当の女性

初回・１～２カ月
後・初回から６カ
月後（全３回）

子宮頸がん

※１：生後７カ月以降で接種開始する場合は、開始時期により接種回数が異なります。
※２：平成２４年７月以前生まれの人は、「三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）」と「ポリオ」に分かれて
いました。１期追加の時期がきましたら、それぞれの案内を送付します。

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

広報あんじょう 2013.4.15 俄

市
役
所
代
表

計
画
త
に
͏
け
ͯ
͘
ͩ
͞
い

子
ど
も
の
予
防
接
種

●
補
助
金
額

対
象
経
費
の
２
分

の
１（
上
限

万
円
）

３０

●
予
算
額

万
円

３００

■
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
費
補
助

●
対
象

耐
震
診
断
の
判
定
値
が

以
下
で
、

歳
以
上
ま
た
は
身

０．４

６５

体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
所
持
者
が

居
住
す
る
住
宅

●
補
助
金
額

万
円（
対
象
経

３０

費
が

万
円
を
下
回
る
場
合
は
当

３０

該
経
費
の
額
）

●
予
算
額

万
円

３００

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

（
一
般
型
）

●
対
象

耐
震
診
断
の
判
定
値
が

未
満
の
も
の
を

以
上（
判
定

０．７

１．０

値
が

以
上

未
満
の
場
合
は
、

０．７

１．０

加
算
し
た
数
値
以
上
）に
す
る

０．３改
修
工
事

●
補
助
金
額

万
円（
対
象
経

１２０

費
が

万
円
を
下
回
る
場
合
は
当

１２０

該
経
費
の
額
）

●
予
算
額

４
５
０
０
万
円

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

（
簡
易
型
）

●
対
象

耐
震
診
断
の
判
定
値
が

未
満
の
も
の
を

加
算
し
た
数

１．０

０．１

値
以
上
に
す
る
改
修
工
事

補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
。

耐
震
化
・
減
災
化
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

●
対
象

昭
和

年
５
月

日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
２
階
建
て
以
下

の
木
造
住
宅
で
、
在
来
の
木
造
軸

組
工
法
ま
た
は
伝
統
工
法
の
住
宅

（
プ
レ
ハ
ブ
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

な
ど
の
特
殊
工
法
を
除
く
）

●
そ
の
他

補
助
金
交
付
決
定
前

に
工
事
着
手
し
て
い
る
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん

●
申
し
込
み

４
月

日
昌
午
前

２４

８
時

分
か
ら
、
無
料
耐
震
診
断

３０

糸
申
込
書
、
耐
震
改
修
費
・
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
費
補
助
糸
申
請

書
、
無
料
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

の
写
し
、
工
事
計
画
書
、
見
積
書
、

委
任
状
を
持
っ
て
建
築
課
へ

※
申
込
書
・
申
請
書
は
、
同
課
・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

※
い
ず
れ
も
先
着
順
。
受
け
付
け

開
始
時
に
予
算
額
を
超
え
る
申

し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
。

■
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

あ
な
た
の
家
の
耐
震
性
を
数
値

で
判
定
し
ま
す
。

●
受
け
付
け
数

件
１５０

■問
▼
建
築
課

（
緯〈

〉２
２
４
１
）

７１

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
費
・
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
費
補
助
を
受
け
付
け

お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

市
政
へ
の
意
見
や
提
案
な
ど
を
市

長
と
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

６
月
２
日
掌
・

日
昭
、

２７

７
月

日
晶
い
ず
れ
も
午
後
２
時

１２
分
～
３
時

分

３０

３０

●
と
こ
ろ

市
内
公
共
施
設
会
議

室
な
ど（
希
望
場
所
が
あ
れ
ば
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
で
構
成
す
る
、
市
内
の
活

動
団
体
・
グ
ル
ー
プ

※
政
治
・
宗
教
・
営
利
目
的
に
関

す
る
も
の
、
個
人
・
団
体
に
対

す
る
誹
謗
・
中
傷
、
陳
情
・
請

願
な
ど
を
目
的
と
す
る
も
の
、

公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
、
要

望
を
主
と
す
る
も
の
は
不
可
。

●
定
員

各
１
組（
５
～

人
。

１０

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

●
費
用

お
茶
代
な
ど

●
そ
の
他

本
会
で
の
発
言
内
容

や
写
真
な
ど
を
、
個
人
情
報
に
配

慮
し
た
上
で
、
本
紙
や
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

●
申
し
込
み

５
月
８
日
昌（
必

着
）ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
、
申

込
書
を
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ

ー
ル
で
秘
書
課
広
報
広
聴
係（
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
／

４４６胃〈

〉１
１
１
２
／info@

city.

７６

anjo.aichi.jp

）へ

※
申
込
書
は
、
同
係
・
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・

各
地
区
公
民
館
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
申
し
込
み

は
、
日
程
を
通
し
て
１
団
体
１

通
の
み
。

■問
▼
秘
書
課
広
報
広
聴
係

（
緯〈

〉２
２
０
２
）

７１

広報あんじょう 2013.4.15峨

市
長
と
テ
ィ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

参
加
者
を
募
集



副
市
長
に
浜
田
実
氏

副
市
長
に
浜
田
実
氏

を
選
任

を
選
任

副
市
長
に
浜
田
実
氏

を
選
任

仕
組
み
づ
く
り（
体
制
・
仕
組

み
）

第
３
次
安
城
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
糸
み
と
め
あ
い

さ

さ
え
あ
い

と
も
に
歩
も
う

確

か
な
一
歩

男
女
が
、
互
い
に
人
権
を
尊
重

し
つ
つ
、
責
任
を
分
か
ち
あ
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

を
め
ざ
し
て
策
定
し
ま
し
た
。
本

プ
ラ
ン
の
期
間
は
、
平
成

年
度

２９

ま
で
の
５
年
間
と
し
ま
す
。

■
基
本
目
標

暫
男
女
平
等
意
識
の
促
進

暫
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
践

暫
男
女
の
自
立
と
共
生
・
参
画
を

進
め
る
環
境
の
整
備

暫
Ｄ
Ｖ
の
根
絶

各
計
画
・
プ
ラ
ン
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
民
協
働
課
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公

民
館
、
青
少
年
の
家
、
中
央
図
書

館
、
社
会
福
祉
会
館
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

安
城
市
市
民
協
働
推
進
計
画

ス
ロ
ー
ガ
ン
糸
み
ん
な
で
吹
か
そ

う
！
協
働
の
風

安
城
市
市
民
協
働
推
進
条
例
に

基
づ
き
、
市
民
・
地
域
団
体
・
市

民
活
動
団
体
・
事
業
者
・
市
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
施
策
や
事
業
の
実
施
時
期
、

推
進
体
制
に
つ
い
て
具
体
的
に
定

め
る
も
の
で
す
。
本
計
画
の
期
間

は
、
平
成

年
度
ま
で
の
５
年
間

２９

と
し
ま
す
。

■
基
本
方
針

暫
市
民
協
働
に
関
す
る
情
報
の
収

集
及
び
提
供（
情
報
発
信
）

暫
市
民
協
働
の
担
い
手
の
育
成

（
人
材
育
成
）

暫
市
民
活
動
が
し
や
す
い
環
境
整

備
と
活
動
の
支
援（
場
と
支
援
）

暫
市
民
協
働
の
推
進
体
制
の
充
実
、

色
と
り
ど
り
の
稲

で
田
ん
ぼ
に
絵
を
描

き
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

５
月

日
１９

掌
午
前
９
時

分
４５

●
と
こ
ろ

和
泉
町

七
ツ
田（
デ
ン
パ
ー

ク
正
面
ゲ
ー
ト
を
西

へ

杓
）

４００
●
内
容

手
作
業
に

よ
る
田
植
え
、
関
連

イ
ベ
ン
ト

●
定
員

人（
先

５００

着
順
）

●
持
ち
物

田
ん
ぼ

で
作
業
の
で
き
る
服

装
・
長
靴
・
軍
手
・

タ
オ
ル
・
マ
イ
は
し・

マ
イ
カ
ッ
プ
な
ど

●
申
し
込
み

５
月

７
日
昇
ま
で
に
、
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か
フ
ァ

ク
ス
で
①
～
③
の
い
ず
れ
か
へ

①
市
農
務
課（
〒

－

８
５
０
１

４４６

住
所
記
載
不
要
／
胃〈

〉１
１

７６

１
２
）

②
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
営
農
企
画
部

（
〒

－

０
０
４
６
赤
松
町
浄

４４６
善

／
胃〈

〉４
４
１
５
）

５０

７３

③
水
土
里
ネ
ッ
ト
明
治
用
水
総
務

課（
〒

－

０
０
６
５
大
東
町

４４６

－

／
胃〈

〉６
５
６
１
）

２２

１６

７６

※
申
込
用
紙
は
、
市
農
務
課
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、

J
A
あ
い
ち
中
央
各
支
店
、
水

土
里
ネ
ッ
ト
明
治
用
水
で
配
布
。

ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
１

３
田
植
え

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

ふふれあい田んぼアート２０１ふれあい田んぼアート２０１２２

市
民
協
働
推
進
計
画
・
第
３
次
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

広報あんじょう 2013.4.15 我

市
役
所
代
表

３
月

日
で
副
市
長
を
退

３１

任
し
た
永
田
進
氏（
明
治
本

す
す
む

町
／

歳
／
３
年
間
在
職
）

６３

の
後
任
と
し
て
、
浜
田
実
氏

み
の
る

（
高
浜
市
／

歳
／
前
安
城

５８

市
都
市
整
備
部
長
）を
選
任

し
、
３
月
議
会
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

〈
浜
田
実
氏
略
歴
〉

昭
和

年
３
月

南
山
大
学

５２

経
営
学
部
卒

同
４
月

安
城
市
役
所
勤
務

平
成

年
４
月

行
革
・
政

２１

策
監

平
成

年
４
月

総
務
部
長

２２

平
成

年
４
月

都
市
整
備

２４

部
長

●
問
い
合
わ
せ

人
事
課

（
緯〈

〉２
２
０
３
）

７１

浜田実氏

本
紙
２
月
１
日
号
な
ど
で
募
集

し
た「
安
城
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画（
案
）」に
つ
い
て
、
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
対
し
て
、
市

の
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

公
表
し
ま
す
。
掲
載
内
容
は
、
趣

旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
要
約
し

た
も
の
で
す
。

●
提
出
数

１
人（
１
件
）

●
意
見
の
内
容

市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か
ら
も
、「
収
集
ご
み
の

有
料
化
」は
す
で
に
検
討
段
階
か

ら
実
施
段
階
に
き
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。
ご
み
処
理
コ
ス
ト
を
意

識
す
る
よ
う
段
階
的
方
法
で
も
か

ま
わ
な
い
か
ら
、
有
料
化
を
早
期

に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

可
燃
ご
み
の
処
理
経
費
が

円
４００

（

リ
ッ
ト
ル
用
１
袋
）か
か
っ
て

３５い
る
実
態
を
市
民
に
周
知
し
、
そ

の
経
費
が
税
金
と
い
う
形
で
市
民

が
負
担
し
て
い
る
こ
と
を
広
報
す

べ
き
で
あ
り
、
受
益
者
負
担
の
原

則
を
大
胆
に
導
入
す
べ
き
で
あ
る

●
市
の
考
え
方

ご
み
処
理
手
数

料
の
有
料
化
は
、
ご
み
減
量
に
対

し
て
と
て
も
有
効
で
あ
り
、
受
益

者
負
担
の
観
点
か
ら
も
必
要
な
施

策
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

景
気
も
本
格
回
復
と
は
言
え
ず
、

市
民
生
活
も
依
然
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
さ
ら
な

る

％
減
量
の
た
め
に
、
す
ぐ
に

１０
ご
み
処
理
手
数
料
を
有
料
化
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

有
料
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

み
減
量
の
達
成
状
況
や
有
料
化
の

実
施
に
よ
る
不
法
投
棄
や
他
市
へ

の
廃
棄
な
ど
の
増
加
も
懸
念
さ
れ

ま
す
の
で
、
近
隣
自
治
体
の
動
き
、

景
気
の
動
向
を
注
意
深
く
見
守
り

総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
処
理
の
実
態
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
民
に
周
知
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
で
す
の
で
、
計
画

書
に
示
す
よ
う
情
報
提
供
を
す
る

こ
と
で
減
量
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
き
ま
す

●
計
画
へ
の
反
映

計
画
の
内
容

は
従
前
の
ま
ま
と
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意

見
募
集
の
結
果

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）
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南吉とわたし❶

新
美
南
吉
に
親
し
む
会

澤
田
喜
久
子
さ
ん

き

く

こ

◆
南
吉
さ
ん
が
面
白
い

親
し
む
会
は
昭
和

年
に
で

５２

き
た
読
書
サ
ー
ク
ル
。
月
１
回
、

南
吉
作
品
を
読
ん
で
、
感
想
や

気
付
い
た
こ
と
を
出
し
合
っ
て

い
ま
す
。
私
が
好
き
な
の
は
南

吉
の
日
記
。
安
城
の「
花
ノ
木

通
り
」や
店
の
名
前
が
出
て
く

る
の
で
、
読
ん
で
い
て
面
白
い

で
す
。
日
記
か
ら
分
か
る
南
吉

の
心
の
奥
深
く
、
彼
の
人
間
く

さ
い
一
面
は
す
ご
く
興
味
深
い

で
す
。

◆
年
代
で
感
じ
る
も
の
が
違
う

こ
れ
だ
け
有
名
な「
新
美
南

吉
」が
、
安
城
と
関
わ
り
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
欲
し

い
で
す
。
作
品
は
、
難
し
い
小

説
で
は
な
く
、
手
に
取
り
や
す

く
、
読
み
や
す
い
の
で
、
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

南
吉
作
品
は
、
読
む
年
代
に

よ
っ
て
感
じ
方
が
変
わ
り
ま
す
。

大
人
が
読
ん
で
も
手
ご
た
え
が

あ
る
し
、
子
ど
も
の
頃
に
感
じ

た
こ
と
と
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
感
じ
る
こ
と
は
違
い
ま
す
。

年
齢
・
環
境
の
変
化
と
と
も
に

応
え
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
作
品

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

◆
安
城
か
ら
発
信
す
る
べ
き

平
成
７
年
か
ら
、
安
城
高
等

女
学
校
の
教
え
子
さ
ん
た
ち
か

ら
聞
き
取
り
と
資
料
収
集
を
し

て
、「
安
城
の
新
美
南
吉
」を
刊

行
し
ま
し
た
。
南
吉
が
安
城
で

過
ご
し
た
の
は
、

教
師
と
し
て
の
５

年
間
。
そ
れ
は
ま

さ
し
く
教
え
子
と

の
５
年
間
で
も
あ

り
ま
す
。
当
時
１３

～

歳
の
女
学
生

１５
が
見
た
、
南
吉
の

教
師
像
。
こ
れ
は

安
城
に
し
か
な
い

も
の
で
す
し
、
安

城
が
全
国
に
発
信

で
き
る
も
の
で
す
。

先
日
の
、
没
後

年
記
念
式
典
の

７０時
も
、
教
え
子
さ

ん
た
ち
か
ら
当
時

の
思
い
出
話
や
思
わ
ぬ
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
頂
き
ま
し
た
。

教
え
子
さ
ん
の
思
い
、
南
吉

が
感
じ
た
こ
と
、
そ
れ
を
現
代

の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く
の
は
、

私
た
ち
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。













今
号
か
ら
掲
載
す
る「
南
吉

と
わ
た
し
」。南
吉
が
青
春
を
過

ご
し
た
安
城
で
、
南
吉
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
携
わ
る
人
た
ち

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

没没没後後７０年記念式典で聞き取りをする澤田さん（一番左７０年記念式典で聞き取りをする澤田さん（一番左））


